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1   はじめに 

タンパク質分子の 3 次元構造の決定は、創薬に

おいて重要であり、それには高品質なタンパク質

結晶が必要不可欠である。しかし、そのような結

晶の育成は困難であるため、様々な方法で結晶成

長に関する研究がされている。その一つとして、

化学固定された種結晶を用い、再成長させること

で成長メカニズムを調べられているが[1]、化学固

定が結晶成長にどのように影響するかは明らかに

されていない。また、我々は近年、タンパク質の

一種であるグルコースイソメラーゼから、高品質

な結晶を育成できることを発見した。しかし、グ

ルコースイソメラーゼ結晶においては X 線による

完全性や欠陥の評価は行われていない。 

そこで今回我々は、化学固定した種結晶から育

成したグルコースイソメラーゼ結晶に対し、X 線

トポグラフィによって完全性及び結晶欠陥の一種

である転位の評価を行った。 

 

2   実験 

化学固定した種結晶から育成したグルコースイ

ソメラーゼ結晶は、ハンギングドロップ法で種結

晶を育成し、種結晶を化学固定した後、シッティ

ングドロップ法で種結晶を再成長させることで育

成した。 

X 線トポグラフィは BL20B で行った。また、ビ

ームにはモノクロメーターで単色化した波長 1.2Å

の単色 X 線を用いて、サンプルの(101)面にほぼ垂

直に入射した。 

トポグラフ像は X 線フィルム（Agfa D2）及び

原子核乾板（Fujifilm Co. Ltd., Resolution:15 μm）で

取得した。フィルム・原子核乾板‐サンプル間距

離は 25 cmであった。 

 

3   結果および考察 

図 1は、化学固定した種結晶から育成した結晶

の 020反射のトポグラフ像である。矢印で示され

た黒いコントラストの種結晶から 2 本の直線転位

が、結晶外部に向かって発生していることがわか

る。これは化学固定による種結晶表面の荒れに起

因していると考えられる。また、干渉縞が観察さ

れたことや、これまで我々が研究してきた鶏卵白

リゾチーム結晶と比べ欠陥が少ないことから[2]、

グルコースイソメラーゼ結晶の完全性は高いと考

えられる。 

 
図 1  化学固定した種結晶から育成したグルコ

ースイソメラーゼ結晶の X線トポグラフ像 

4   まとめ 

  X 線トポグラフィを用いて、化学固定した種結

晶から育成したグルコースイソメラーゼ結晶の完

全性及び転位の評価を行った。種結晶を化学固定
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することにより、種結晶表面から成長する直線転

位が観察された。また、干渉縞が観察されたこと

から、グルコースイソメラーゼ結晶の完全性は高

いと考えられる。 
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